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令和７年度 グループホーム 地域連携推進会議議事録 

日 時：令和 7年 9 月 17 日（水）13：30～16：00  

場 所：グループホームあさひが丘 夕陽丸 

出席者：９名   

【 利 用 者 】  社会福祉法人落穂会グループホームあさひが丘 ご利用者 

【 利用者家族 】  あさひが丘学園家族会 会長 

【 地域の関係者 】 春山町内会 会長 

【福祉に知見のある人】社会福祉法人正和会 副理事長 

・社会福祉法人落穂会 理事長 水流純大 

・社会福祉法人落穂会グループホームあさひが丘 支援課長 今別府望 

・社会福祉法人落穂会障害者支援施設あさひが丘 支援課長 山下直人 

・社会福祉法人落穂会グループホームあさひが丘 統括主任 黒木智 

・社会福祉法人落穂会グループホームあさひが丘 サブチーフ 外薗翔平 

 

1. 主催者挨拶  （水流理事長） 

・開催の挨拶および地域連携推進会議の目的の説明。 

2. 出席者の紹介 

3. グループホームの概要説明（今別府課長） 

・サービス内容     ・支援体制 

・入居利用者情報    ・日常生活の様子 

・地域交流の状況 

4. ご利用者様よりグループホームでの生活について紹介、説明 

・入居歴、グループホームでの生活と就労状況について紹介。 

5. 質疑応答・意見交換（別紙参照） 

6. グループホーム視察 

・2グループに分かれて、各 4ホーム、計 8ホームの視察を実施。 

・利用者の居住環境、BCP（事業継続計画）の策定状況の説明。 
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≪質疑応答・意見交換≫ 

〇春山町内会会長：利用者の外出に規則、基準はあるか？ 

●今別府課長：明確な基準はなく、基本的には自由です。利用者によっては、バスの

利用が一人では難しくサポートが必要な場合もあり、利用者同士で外出するか、支援

員の付き添いで外出するかなどは、利用者と相談しながら計画を立てています。 

●水流理事長：支援員が心配していた利用者も経験を積み、慣れてきます。今では一

人で映画を見に行くほどです。 

〇春山町内会会長：帰ってくる時間、門限はあるのか？ 

●今別府課長：門限などはありませんが、安全上の理由から、事前に外出先や外出時

間などを支援員へ知らせてから外出してもらっています。ホーム帰宅前や予定が変わ

りそうなときは、利用者から携帯電話で支援員へ連絡を入れてもらうようにしていま

す。 

〇春山町内会会長：病院との連携は？ 

●今別府課長：利用者にはかかりつけの病院があり、医師や看護師などに利用者のこ

とをよく知っていただいています。地域の歯科クリニックなどには、利用者が一人で

行くこともあります。 

〇米山町内会会長：契約・協力医療機関はあるか？ 

●水流理事長：協力医療機関として本名町のうえはらクリニックなどがあります。た

だ、すべての利用者を診てもらうことは難しく、53 名の入居利用者がそれぞれ皮膚

科、歯科、内科などに通っており、グループホーム所属の看護師 3人で通院同行を行

っています。 

〇米山町内会会長：利用者が一人で通院する場合はどのような時か？ 

●水流理事長・今別府課長：何名かの利用者は地域の歯科へ一人で行っており、定期

健診や簡単な治療を受けています。治療内容や医師からの指示、自分の体調の説明が

難しい方が多いため、多くの利用者は、支援員が付き添いを行っています。また、移

動手段の問題もあります。 

〇米山町内会会長：グループホーム利用者は平均年齢が若いですね。 

●水流理事長：昭和 33年に永吉町で知的障害児施設「あさひが丘学園」を開園し、昭

和 49 年に皆与志町へ移転しました。あさひが丘学園の児童部・成人入所を利用し、グ

ループホームに移行している人が多いです。1ホームだけは高齢の方が多いですが、

他のホームは 30～40 代の方が多いです。 
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〇春山町内会会長：高齢者になった時、ずっとグループホームで生活できるのか？ 

●水流理事長：その時の状態によります。医療的ケアがかなり必要になると、グルー

プホームでの生活は難しくなり、医療機関などの対応になると思います。ただ、支援

員の介助があれば生活できる状態、支援できる状態であれば、グループホームでずっ

と生活できます。 

〇正和会副理事長：食事は何かサービスを利用しているのか？ 

●黒木主任：食材宅配サービス「ヨシケイ」を月曜日から土曜日まで利用していま

す。日曜日は、利用者の希望を聞きながら支援員・世話人が調理して提供していま

す。平日休みの利用者は、好きな弁当をそれぞれ買いに行くこともあります。 

●水流理事長：調理の様子を見ることができるところが入所施設との一番の違いで

す。家庭により近い形となり、当たり前の生活ができます。 

〇春山町内会会長：あさひが丘に入所している子どもたちは、成人したらグループホ

ームへの入居ができるのか？ 

●水流理事長：最近はグループホームを選ぶ方が多くなっています。ただし、同法人

だからといって必ず入れるわけではなく、空きがなければ入れません。空きがない場

合は、他法人のグループホームへ移行となります。また、より手厚い支援が必要な場

合は入所施設へ行く人もいます。中には一般就労し、一人暮らしを選択する人もいま

す。 

〇家族会会長：他のグループホームに行かれた方は安心して行けたのか？寂しさなど

はなかったか？ 

●水流理事長：本人たちは心配していない様子です。意外とあっさりしています。逆

に私たちの方が「大丈夫かな」と心配になります。本人に合った場所をしっかり探す

必要があります。 

〇春山町内会会長：郷土芸能保存会の棒踊りに入所の子どもたちも参加していたが、

とても明るく楽しそうに生活していたのが印象的だった。 

●水流理事長：一人ひとりの生まれ育った家庭は厳しい環境が多いですが、本人たち

は非常に明るく元気です。 

〇正和会副理事長：町内の行事を通じて利用者が地域の方とふれあう機会は多いの

か？ 

●水流理事長：伝統行事の棒踊り保存会に支援員と利用者が参加させてもらっていま

す。毎年奉納踊りに出させていただいています。また、おはら祭の踊り連や夏祭りの

打ち上げに誘っていただくこともあります。自然な形の関係で接していただけるよう

になり、ありがたく思っています。 
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〇家族会会長：地域の方と仲良くできるのはとても良いですね。家族の身としては、

地域の方との関わりがあるのはとても嬉しいです。 

●米山町内会会長：職員の方々がとても一生懸命に取り組んでいることが関係してい

ると思います。 

●水流理事長：ホームを初めて建てるときに「地域の人と名前で呼び合える関係がで

きたら良いな」と目標を掲げました。はじめは「学園の人」「グループホームの人」

「町内会長さん」と呼び合っていましたが、現在は「〇〇さん」とお互いに名前で呼

び合えるようになってきており、本当の地域の一員になったと思っていいのではない

でしょうか。そのためには、行事に参加する、手伝いをする、地域の方に来ていただ

くなど、地道に関わりを持つことで、最近は現実化してきたように思います。「私たち

を知ってください」という押し付けではなく、地域にもプラス、利用者にもプラスな

ウィンウィンな関係が、名前を呼び合える関係につながるのではないかと思います。 

〇川畑家族会会長：放課後デイサービスも地域連携推進会議はあるのか？ 

●水流理事長：放課後等デイサービスや通所系は義務付けられていません。いわゆる

入所系だけです。入所系は人の出入りが限られており閉鎖的になりがちですが、こう

いう会議を行うことで少しでも開かれたものにしていこうという趣旨です。 

〇川畑家族会会長：グループホーム利用者は町内会にも加入しているのか？ 

●水流理事長：グループホーム単位で加入しています。あるホームでは町内会の班会

の会場にもなっており、地域の方がグループホームに集まり、利用者も一緒に参加し

ています。 

●米山町内会会長：町内清掃にも参加してくれて助かっています。町内会の 8 割は 60

歳以上となるので、若い力は本当にありがたいです。 

●水流理事長：地域の方々と利用者が自然な形で関わり合い、名前で呼び合える関係

が築けてきたことは、私たちの目指していた姿です。地域の行事に参加したり、地域

の方にホームへ来ていただいたりすることで、少しずつ信頼関係が育まれてきまし

た。これは「私たちを知ってください」という一方的な思いではなく、地域にも利用

者にもプラスになる“ウィンウィン”の関係です。今後も、地域の一員として共に歩

んでいけるよう、地道な取り組みを続けていきたいと思います。 


